
新潟県 
「にいがた新世代ヘルスケア情報基盤」プロジェクト 

第 1 回 推進委員会  
議事次第 

 

日時：令和元年 6 月 3 日（月）19:00～20:30 

会場：新潟県自治会館 別館（ゆきつばき） 

 

 

 

1. 開会のあいさつ 

 

2. 議事 

（１） 今年度の進め方について 

（２） （取組①）運用管理組織の検討事項について 

（３） （取組②）モデル地域候補の検討について 

（４） データベース整備について 

 

3. その他 

（１） 事務連絡 
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学識経験者

浦野　正美
新潟県医師会
（新潟市医師会副会長）

県医師会代表者
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千葉大学医学部附属病院
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「にいがた新世代ヘルスケア情報基盤」プロジェクト

第1回プロジェクト推進委員会 検討資料
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令和元年6月3日



議事次第

（１） 今年度の進め方について ・・・ 3

（２） （取組①）運用管理組織の検討事項について ・・・ 10

（３） （取組②）モデル地域候補の検討について ・・・ 14

15分意見交換

意見交換 15分

30分意見交換



（１）今年度の進め方について
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ロードマップ（案）

【平成30年度 第4回委員会資料（再掲）】
取組①の運用開始に向けて、データベース構築及び運用管理組織の検討を進めると
ともに、取組②はモデル地域における機能検証の実施します

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

マイルストーン

健
診
・保
険
請
求

デ
ー
タ
の
集
約

保険者等協力依頼／
データ提供

健診・保険請求
データベース整備

運用管理組織整備

健診・保険データ利活用

臨
床
・介
護
現
場

デ
ー
タ
の
集
約
・連
携

各地域、施設等への
参加協力依頼

データ連携基盤整備

運用管理組織整備

新
世
代
情
報

基
盤
の
構
築

新世代情報基盤整備

県民健康情報利活用

準備
検討

準備
検討

プロポーザル
（準備・選定）

データベース構築

データ収集・蓄積

データ提供依頼／本人同意取得
（国保、健保、介護、特定検診）

データ提供依頼／本人同意取得
（健康診断データ、学校健診データ等、その他健康・保険請求データを段階的に拡大）

データ収集・蓄積（段階的にデータ種別拡大）

データ拡張に伴うDB機能拡張

体制検討
組織運営

（データベース管理、データ所有機関確保）
組織運営準備

研究テーマ募集・選定 健診・保険請求データ活用

研究テーマ募集・選定 健診・保険請求データ活用

モデル地域①
選定・仕様調整

運用開始・検証
（モデル地域①）

連携基盤
仕様検討

準備
検討

プロポーザル
（準備・選定）

データベース／
情報連携基盤構築

協議会等準備
（関係者説明等）

協議会等
運営

組織運営
準備

組織運営
（連携基盤管理、参加施設・同意患者確保）

新世代情報
基盤整備

データ利活用

県民向け
アプリ開発

県民へ個人データ
提供（PHR等）

モデル地域②
選定・仕様調整

追加機能整備
（モデル地域①②）

運用開始・検証
（モデル地域①②）

データベース／連携基盤
機能追加・修正

参加地域・施設を段階的に拡大

構想・データベース
要件定義書

取組①運用開始

取組②モデル地域①運用開始

効果を見ながら収集データを拡大

効果を見ながら地域・施設を拡大
取組②モデル地域②運用開始

機能検証

データ利活用による成果を見ながら段階的
に収集情報、参加施設の範囲を拡大

連携 連携

連携基盤
仕様調整

取
組
①

取
組
②

取
組
③

※本ロードマップは5ヶ年計画とした場合の最短イメージとして整理しています

今年度作業予定



2018年度

保険者等協力依頼／
データ提供

健診・保険請求ＤＢ整備

運用管理組織整備

健診・保険データ利活用

　　4月　　1月　　10月

取
組
①
　
健
診
・
保
険
請
求
デ
ー

タ
の
集
約

2019年度 2020年度

マイルストーン（○）／
説明スケジュール（□）

　　4月 　　7月

データ提供依頼／本人同意取得 （国保、健保、介護、特定健診）

構想・ＤＢ

要件定義書

取組① 運用開始

ＤＢ構築

データ収集・蓄積

準備、検討
プロポーザル

（準備・選定）

体制検討 組織運営準備 （県、コンサル）

研究テーマ募集・選定

連携

健診・保険請求データ活用

研究テーマ募集・選定

組織運営 （DB管理）

準備、検討

取組①、取組②説明会等 【市町村・保険者・保健所】

構想の説明 【市町村・保険者・地域医療・介護関係者、保健所】

推進委員会 （３回 ～ ４回程度）

5

次年度スケジュール（予定）

【平成30年度 第4回委員会資料（再掲）】
関係機関への協力依頼を推進するとともに、本委員会のご意見を踏まえながら、デー
タベース構築事業者を決定し、運用開始に向けた組織を準備します

※取組②はモデル地域と調整後に具体的なスケジュールを整理します
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スケジュール全体概要（予定）

今年度、取組①ではデータベース構築及び組織体制・運用手順を整備し、取組②で
は情報連携基盤の仕様を整理します

2019年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

イベント
（推進委員会／シンポジウム）

シンポジウム開催

プログラム検討

会場・登壇者調整

パンフレット・アンケート票作成

参加者募集

アンケート結果集計

「取組① 健診・保険請求データの集約」に係る検討支援

Ⅰ. 保険者等協力依頼／データ提供

市町村説明会開催

協定締結準備

各保険者と協定締結

Ⅱ. 健診・保険請求データ整備

データ提供機関等との仕様調整

プロポーザル関連資料作成

プロポーザル実施／事業者選定

データベース整備（工程管理）

Ⅲ.運用管理組織の整備

組織体制検討／関係者調整

運用手順（ガイドライン等）の整理

「取組② 臨床・介護現場データの集約・連携」に係る検討支援

Ⅰ. モデル地域における機能検証

モデル地域の選定／仕様調整／実証準備

機能実証／結果の取り纏め

Ⅱ. 情報連携基盤仕様の検討

情報連携基盤仕様（案）の整理

情報提供依頼の実施／回答取り纏め

情報連携基盤仕様の精査

第1回委員会（本日）

▼シンポジウム（仮）

※プロジェクト推進委員会は各タスクの検討状況によって変動する可能性があることに留意すること

▼第2回委員会（仮） ▼第3回委員会（仮） ▼第4回委員会（仮）

仕様調整 実データ提供（パイロット）

▼取組①プロポーザル ▼取組①事業者決定

業務運用（パイロット）

全体説明会／個別説明会の開催

同意が得られた保険者から順次対応

実証時期はモデル地域との調整状況
に依存するため、検討時期が変動する
可能性があることに留意すること

現時点でシンポジウム開催時期は12月
を予定していますが、プログラム等を検
討の上、別途調整する可能性があること

に留意すること



（①‐Ⅰ）保険者等協力依頼／データ提供

（①‐Ⅱ）健診・保険請求データベース整備

（①‐Ⅲ）運用管理組織の整備
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「取組① 健診・保険請求データの集約」の検討に係るタスク関連図

取組①は昨年度策定した「構想」及び「データベース要件定義書」に基づき、2020年
度の運用開始に向けたデータベース及び運用管理組織を整備します

市町村全体説明会開催

個別説明会等開催（各保険者から同意取得）

データベース仕様書
最終化

データ提供機関、新潟県等と
仕様調整

プロポーザル関連資料作成
（募集要項、評価基準等）

プロポーザル実施 事業者選定
データベース整備

データベース構築工程管理
（要件定義⇒設計⇒開発⇒テスト）

協定締結準備
（協定案作成、関係機関（厚労省、国保中央会、協会けんぽ本部等）調整）

各保険者との協定締結
（同意取得保険者から順次）

（協定締結済み保険者）
健診・保険請求データ取得

組織体制整備に係る
検討事項整理（本資料）

実データ取込／検証

本
番
運
用
開
始※

組織体制・役割の調整
（庁内調整を含む）

運用手順（ガイドライン等）の
整理

業務運用の確認
（運用手順等の検証）

継
続
的
な
協
力

依
頼
／
協
定
締
結

個人情報保護／情報セキュリ
ティに配慮した運用手順の検討

運用管理組織体制の
整備

協定締結済み保険者
からデータ取得

データベース構築事業者の作業

重点項目（糖尿病、フレイル）
の進め方検討

（糖尿病、フレイル）
データ利活用方法等の整理

（糖尿病、フレイル）
データ検証（パイロット）

※年度末にはシステム運用保守契約を締結

審査委員会準備

実施済み



（②‐Ⅰ）モデル地域における機能検証

（②‐Ⅱ）情報連携基盤仕様の検討
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「取組② 臨床・介護現場データの集約・連携」の検討に係るタスク関連図

取組②は次年度から即座に推進できるように、機能実証結果に加え、県内主要関係
機関からの意見を収集し、有用性の高い仕様を整理することを検討しています

モデル地域候補の検討
（本資料）

情報連携基盤仕様（案）の
作成

情報提供依頼（RFI）
関連資料の作成

モデル地域における実証準備・実施

モデル地域における実証 実証結果の確認
モデル地域関係者（運営主体、
システムベンダー）との検証

機能の調整
検証機能の整備

情報提供依頼の実施
情報提供依頼回答の

取り纏め
情報提供依頼結果及び実
証結果を踏まえた仕様精査

※モデル地域との調整状況によっては、
調整完了前に実施する可能性がある

※県内既存の地域医療連携ネットワーク
から機能検証に適した候補を選定

仕様へ反映仕様（案）へ反映

【要検討事項】
 「取組② 臨床・介護現場データの集約・連携」を実現するためには、基幹病院や既存の地域医療連携ネットワークの協力が必要不可欠です。
また、地域医療連携ネットワークにおける患者同意の取得方法、参加施設による診療情報の活用促進に向けた取組等は参考になることが多い
と想定されます。そのため、主要な関係機関（県立病院、新潟大学、既存の地域医療連携ネットワーク等）のご協力の下、意見交換や情報収集
の場の開催（年2回程度を想定）も検討していきたいと考えております
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プロジェクト推進委員会アジェンダ（案）

プロジェクト推進委員会は全4回を想定しています。なお、取組②のモデル地域にお
ける実証結果のご報告は、実証時期を踏まえて調整することを想定しています

実施時期
（予定）

議事次第 概要 ゴール

第1回
（5月下旬
～

6月上旬）

【全体】
• 今年度の進め方の共有
【取組①】
• 運用管理組織の整備に係る検討事項の共有
【取組②】
• 機能実証モデル地域候補の検討

【全体】
• 重点項目（糖尿病、フレイル）を含む今年度の進め
方に対する意見交換

【取組①】
• 運用管理組織の検討事項に対する意見交換
【取組②】
• 県内既存の地域医療連携ネットワークの中でモデル
地域候補に対する意見交換

【全体】
• 今年度の進め方合意
【取組①】
• 運用管理組織の全体検討事項合意
【取組②】
• モデル地域選定の優先順位の合意

第2回
（9月上旬
～

9月中旬）

【取組①】
• 運用管理組織体制の検討結果の共有
• データ提供機関（保険者）との調整状況の共有
• 重点項目（糖尿病、フレイル）の検討状況の報告
【取組②】
• モデル地域における機能実証概要の共有

【取組①】
• 運用管理組織体制（案）に対する意見交換
• 重点項目（糖尿病、フレイル）の検討状況に対する
意見交換

【取組②】
• 機能実証概要の確認

【取組①】
• 運用管理組織体制の方向性の合意
【取組②】
• 機能実証概要の合意

第3回
（11月下旬

～
12月上旬）

【取組①】
• 運用手順等の整備状況の報告
• 重点項目におけるデータ利活用方法検討状況の報告
【取組②】
• 情報連携基盤における整備方針の検討
• モデル地域における実証結果（有効性や課題等）に対す
る対応方針の検討

【取組①】
• 運用ガイドライン等に対する意見交換
• 重点項目（糖尿病、フレイル）におけるデータ利活用
方法に対する意見交換

【取組②】
• 情報連携体制整備方針に対する意見交換
• 実証結果（課題）の対応方針に対する意見交換

【取組①】
• 重点項目におけるデータ利活用方法
の合意

【取組②】
• 情報連携基盤整備方針の合意
• 実証結果に対する対応方針の合意

シンポジウム開催（2019年12月中旬予定）（仮）

第4回
（3月中旬
～

3月下旬）

【取組①】
• シンポジウムアンケート結果の報告
• データ利活用検証結果及び業務運用確認結果の共有
• デモンストレーション（操作方法説明）の実施
【全体】
• 次年度作業スケジュール（予定）の共有

【取組①】
• データ利活用方法及び業務運用に対する意見交換
【全体】
• 次年度作業スケジュール（予定）の意見交換

【取組①】
• 業務運用方法の合意
【全体】
• 次年度作業スケジュールの合意

本日の検討事項



（2）取組① 運用管理組織の検討事項について
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運用管理組織の整備に向けた検討項目全体像

運用管理組織の整備に向けて、組織を構成する「組織体制（人）」、「業務プロセス」、
「施設・設備」の観点から検討事項を洗い出し、具体化していきます

運用管理組織データ提供機関

ヘルスケア情報
基盤

データ利活用機関

被用者保険
（協会けんぽ、
組合健保等）

市町村

教育委員会
・学校

保険者

研究機関

行政機関

データ活用

⑦調査・研究
結果提供

収集データの管理

データ提供対応データ利用者の審査

データ利活用結果の開示評価の実施

評価・開示

データ収集

学校保健情報

健診情報

介護レセプト

医科・調剤
レセプト

• データ所有元への協力依頼、
役割分担の調整

③データ登録

⑤データ抽出

データ所有元との調整

• 収集データの登録
• データマネジメントへの対応
• データベース及びデータの管
理

①データ所有元との調整

②データ抽出・提供

• データ利用者、データ利活
用目的の審査

• 依頼内容に基づくデータ抽
出・提供

• 調査・研究結果の評価
• 県民に対するデータ活用結
果のフィードバック

④データ提供
依頼

⑥データ提供

調査・研究

 業務運用を踏まえた組織（人員）要件に基づく関係者及び役割分担の整理
 各種審査を行う健康・医療・介護分野に精通した有識者の選定
 業務を担う庁内管理組織（新規／既存）の検討

組織体制（人）の観点

 データ収集からデータ活用結果開示までの運用手順の整理
 各種業務運用ガイドラインの作成

業務プロセスの観点

 組織設置場所（県庁内、またはその他）や必要な機器・設備の整理
 オンサイトセンター運用に向けた要件の整理

施設・設備の観点
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運用管理組織の具体的な検討内容

運用管理組織は、委員会によるご意見を踏まえながら検討しますが、最終的には実
現性も考慮した上で決定することを想定しています

デ
ー
タ
収
集

データ所有元との調整

検討項目

収集データの管理

デ
ー
タ
活
用

データ利用者の審査

データ提供対応

評
価
・結
果
の
開
示

評価の実施

開示対応

組織体制（人）の観点 業務プロセスの観点 施設・設備の観点

 運用管理組織の設置場所、
必要な機器・設備一覧

 オンサイトセンター運用の
実現に必要となる施設・設
備要件（専用の執務室準
備、入退室管理等のセ
キュリティ対策の実施等）

 各種業務手順
 各種業務運用ガイドライン

• データ提供手順の検討（受付・データ抽出・
利用者への提供等）

• データ提供等に関するガイドラインの検討
（データ利用に関する注意・遵守事項等）

• データ利用者、データ活用目的の審査方
法の検討

 各担当者における業務役割分担表
（実施主体（県）／委託業者／倫理審査委
員会／その他専門委員会等）

• データ所有元との調整、データ収集・登録
業務担当者の検討

• データマネジメント担当者の検討（有識者
配置の有無）

• データ利用者、データ活用目的の審査実
施体制の検討（倫理審査委員会設置の有
無）

• データ提供業務担当者の検討

• 調査・研究結果に関する評価体制の検討

• 調査・研究結果の開示内容の確認、表担
当者の検討

• データ収集、登録手順（データ受取・登録・
電子媒体破棄・データ所有元との調整等）
の検討

• データマネジメント手順（データ項目更新時
のフロー等）の検討

アウトプット

• 調査・研究結果の評価・開示に係る業務手
順の検討

• 調査・研究結果に関する評価方法の検討

• データ利活用結果開示に向けた確認項目
の検討
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運用管理組織の人員要件

（参考）「にいがた新世代ヘルスケア情報基盤」構想 － 人員要件（再掲）
構想で整理した人員要件を基に、各業務の担当を整理することを想定しています

デ
ー
タ
収
集

デ
ー
タ
所
有
元
と
の

調
整

【データ所有元との調整】
• データ収集に向けた協力依頼
• データ所有元との役割分担の調整

【データ収集作業への対応】
• システム操作、運用等に係る問合せ対応

• システムやデータベース仕様等を熟知し、判断を伴う問い合わせ等
に対して的確に指示ができる人員の参画が必要となる

• 多数のデータ所有機関の参加を促すためには公共性をもった組織
（安心できる組織）の参画が必要となる

• 社会性を担保するためには、組織運営について透明性の確保が重
要となる

運用管理組織の主な業務内容 組織（人員）要件

収
集
デ
ー
タ
の
管
理

行政機関、又は関係団体【データベース・データの管理】
• 稼働状況の管理
• バックアップデータの管理
• 個人情報等の突合エラーデータの是正
• 個人情報の削除依頼への対応 など

【データマネジメントへの対応】
• データ項目の追加・変更対応
• 診療報酬改定によるデータ形式変更への対応

• システムやデータベース仕様等を熟知し、判断を伴う問い合わせ等
に対して的確に指示ができる人員の参画が必要となる

• 洗練されたデータとなるよう必要なデータ追加や変更等の判断を的
確に指示ができる健康・医療・介護分野の研究や医療政策に精通
した有識者の参画が必要となる

デ
ー
タ
活
用

デ
ー
タ
利
用
者
の

審
査

デ
ー
タ
提

供
対
応

【データ利用者の審査】
• 利用者の審査、アカウント発行

【データ抽出依頼への対応】
• データ提供依頼内容の審査、疑義対応
• データの送付

【データ抽出業務への対応】
• データ抽出作業の実施
• 抽出データの形式チェック

• 公共性、公益性等の観点から、データ利用者の妥当性等を適切
に審査・判断できる組織の参画が必要となる

• データ利用申請に対して、その妥当性・データ検証を判断できる健
康・医療・介護等分野の研究に精通した学術団体の有識者等の
参画が必要となる

• システムやデータベース仕様を熟知した人員の参画が必要となる

健康・医療・介護等における
研究分野の有識者

（学術団体の専門家等）

運用管理組織メンバー候補

ITスキルを有する人材
（運用管理組織内で人員確保が難しい
場合には、外部委託することも検討）

※事務作業等の人員は別途必要評
価
・結
果
の
開
示

評
価
の

実
施

【データ活用結果の評価】
• データ利用者の調査・研究結果の評価

• データ利用者の調査・研究結果を評価できる健康・医療・介護等
分野の研究に精通した学術団体の有識者等の参画が必要となる

開
示

対
応

【県民へのフィードバック】
• データ活用結果を県民へ開示

• 県民に分かりやすい形で開示するにあたり、データ活用結果と開
示内容に齟齬がないか確認できる健康・医療・介護等分野の研究
に精通した学術団体の有識者等の参画が必要となる



（3）取組② モデル地域候補の検討について
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モデル地域における実証機能（案）

モデル地域における実証では、取組②の機能のうち、新潟県独自機能として提供を
予定している「診療支援機能」の有用性を確認することを想定しています

 他施設・職種間において同一情報参照できるため、
病病、病診、医療介護連携が促進され、健康状態
が悪化しても県民は安心して医療・介護サービスを
受けることができる

後方支援病院

薬局

介護施設
にいがた新世代ヘルスケア情報基盤

その他項目

 最新の診療ガイドラインや診療フローに則った診療
支援ツールの活用により、患者は常に最先端の治
療法から最善の治療や重症化の早期発見とその
対処を確実に受けることができる

 救急搬送、患者紹介等の様々な局面において、患
者は過去の診療履歴（アレルギー、既往歴、投薬、
検査結果等）に基づいた適切な医療サービスを受
けられるとともに、重複検査・投薬が抑制され、費
用負担の低減が期待できる

 医療機関、薬局等の診療履歴が集約化
されることで、様々な局面においてリアル
タイムでの情報共有を実現

 最新の診療ガイドラインや診療フローに
則った診療支援ツールを提供し、医療・介
護サービスの均てん化を実現

フレイル関連項目

糖尿病関連項目

標準項目
診療情報参照機能診療支援機能

中核病院

情報提供／参照

診療支援ツール活用による
最善の治療を実施

重症化リスクの早期発見・早期介入

様々な局面

救急搬送

【最先端の診療支援ツールを活用した
最善の治療の提供】

患者紹介 出先での急病

にいがた新世代ヘルスケア情報基盤
診療履歴参照

【診療履歴を踏まえた適切な医療サービスの提供】
【他施設・職種間における情報共有の促進による
入院から在宅まで切れ目のない環境の構築】

介護施設

かかりつけ医

病院

薬局

地域包括支援センター
（ケアマネージャ）

診療所

遠隔医療

どこの医療機関を受診しても、
診療履歴を踏まえた医療サービスの提供 個人の診療履歴（情報基盤）

診療情報参照機能（一般的に地域医療連携ネットワークにて提供されている機能）

モデル地域における実証機能



診療支援機能

16

実証機能概要（案）

実証では、院内システムに影響しないよう地域医療連携NWに格納されている情報を
活用し、診療ガイドラインに則ったテンプレートを準備し、機能の有用性を検証します

身長

体重 BMI

165 cm

52 kg kg/m2

体重減少
（6ヵ月での減少体重）

リスク階層：黄＜橙＜赤

受診

テンプレート入力画面表示

検査結果等自動反映

診療ガイドラインに則った
疾病リスク判定結果の表示

（モデル地域）地域医療連携ネットワークシステム（クラウド環境）

診療情報等
データベース

提供機能

（既存機能）診療情報参照機能

（追加機能）診療支援機能

（既存機能）コミュニケーション機能

（既存機能）その他機能

診断

参加医療機関

 同意患者において、地域医療連携ネット
ワークシステム画面からの呼び出し、又
は直接テンプレート入力画面を呼び出し

 地域医療連携NWに格納された情報につ
いては、テンプレートに自動反映（手入力
も可）

 診療ガイドラインの閾値に基づく疾病発症
リスク判定

情報提供／参照

実証機能概要

※本来は電子カルテからテンプレート入力画面を呼び
出すことを想定しているが、実証では機能整備の簡素
化、院内システムへの影響を最小化するために、地域
医療連携ネットワークシステムに機能追加を想定

4.3

筋力（握力） 25

疲労感（直近2週間） いいえ

歩行速度 1.0 m/秒

身体活動

している

kg

kg

軽い運動・体操

定期的な運動スポーツ していない

1日当たりの歩数
（直近1週間の最大/最小）

6,955 歩/日

8,235 5,675 歩/日/

平均歩数

※地域医療連携ネットワークのデータベースに格納されている検
査結果等の診療情報を活用するとともに、モバイル端末等から収
集できる客観的なデータも活用することを想定

血清アルブミン 3.2 g/dL

世帯 高齢単身

19.1



地域医療連携ネットワーク参加施設
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モデル地域選定の観点 モデル地域（主な県内地域医療連携ネットワーク）の候補

実証機能が利用される（検証できる）可能性が高い地域医療連携ネットワークから優
先的に協力を依頼することを想定しています

地域医療連携ネットワークシステム（クラウド環境）

診療情報等
データベース

提供機能
（既存機能）診療情報参照機能

（追加機能）診療支援機能

セキュアなネットワーク

同意患者 その他住民

【システム類似性】
 「取組② 臨床・介護現場データの集約・連携」のシステム要件への活用
を見据え、「にいがた新世代ヘルスケア情報基盤」で想定するクラウド環
境によるデータ集中管理と類似したシステム構成を採用している地域を
選定することが有効

【機能検証性（住民カバー率）】
 地域内で当該機能の利用対象者と
なる同意患者が多い地域（カバー
率）を選定することが有効

（既存機能）コミュニケーション機能

（既存機能）その他機能

【機能検証性（施設カバー率）】
 地域内で当該機能を利用する施設
が多い地域（カバー率）を選定する
ことが有効

県内の主な地域医療連携
ネットワーク

対象地域 運用開始時期

佐渡地域医療連携ネットワーク
システム（さどひまわりネット）

佐渡医療圏 2013年

魚沼地域医療連携ネットワーク
（うおぬま・米ねっと）

魚沼医療圏
2014年

（2019年4月からリプレースによ
り新システム稼働）

長岡フェニックスネットワーク
（フェニックスネット）

長岡市

2016年
（2016年6月に後方支援システ
ム（後方支援病院）の運用開始し、
2018年9月にシステム拡充によ
り基幹病院とも連携開始）

SWANネット 新潟市

2016年
（2014年度から2年間モデル事
業として実施し、新潟市全域へ

展開）

かえつ医療・介護ネットワーク
システム（ときネット）

下越医療圏 2015年

実証機能が利用されるよう、同意患者と参加施設の地域カバー率
が高く、かつ、「にいがた新世代ヘルスケア情報基盤」と類似したシ

ステム構成を採用する地域から優先的に協力を依頼する


